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＜９月末現在＞
●五島市心のふるさと市民数

４，６４３人
●五島市民数

４３，９４３人

◎第１回万葉の里ペーロン競漕大会開催 １０月２６日（日）９時～三井楽漁港内にて

遣唐使船が日本で最後に寄港した三井楽の地で海を大切にする心を発信したい！

◎第２４回長崎五島ツーデーマーチの開催
西海国立公園の景勝地をめぐり、蒼い海と点在する島々を眺望しながらのウオーク。

１１月８日（土）１日目 7：30～ 富江小学校～増田公園 約２２Ｋｍのコース
１１月９日（日）２日目 8：00～ 武家屋敷通り～鬼岳～五島港公園 約１５Ｋｍのコース

【お問い合わせ】 五島市観光協会内 長崎五島ツーデーマーチ実行委員会 ０９５９－７２－２９６３

福江大火４６周年記念の集いが行われました。

９月２６日（金）１９時より五島市役所会議室にて
シルバー人材センター会員ボランティア「ふるさとを語る会」（世話人片山圭弘さん）の主催で行われました。
大火並びに復興の実情と歩みを再認識すること、防災意識の高揚と防災教育を進める契機とすることを

目的として開催されました。
約１２０名が参加し、ＤＶＤ「焦土（あれ）から・今・そして未来へ」を鑑賞、「大火・復興」をテーマとした体験談を４名の方に

話していただきました。最後にふるさとを語る会から提言として、「福江大火・復興の貴重な遺産の継承と創造的発展のため
に」８件の具体案が出されました。
＜福江大火とは＞
昭和３７年９月２６日（水）午前２時頃、市街地の北側にある東浜町（港近く）から出火し、時折突風が吹く中、

市の中心部にある商店、官公庁、銀行、病院など主なものは殆ど全焼。
被災面積１３．２ヘクタール、被災戸数全焼５９６戸、半焼８戸、被災世帯811世帯、被災人員３,９３６人、戦後長崎県下で

最大の火災となった。出火から６時間後の午前８時過ぎに鎮火するまで軽症者９名を出したもの、夜中の火事にもかかわら
ず死亡者を出さずに消火することが出来た。

おしえてください！ あなたが知っている五島の魅力！！
あなたが知っている五島のA「地域の見どころ・食べどころ」、B「有名人（名物おじさん・おばさん）」、

C「景観（写真・画像）」、D「地域づくり活動を行っている個人・団体」などを募集します。

お寄せいただいた情報で
①「新しい観光の仕方・プログラム」を作ります。
②五島の情報を満載した「百科事典」を作ります。
また百科事典をより魅力あるものにし、新たな観光プログラム受入れのために

「地域づくり活動を行っている個人・団体」
「農漁業体験の受入れができる個人・団体」の募集も行います。

応募方法は所定の応募用紙（市のホームページからもダウンロードできます）に必要事項を記入いただき１１月２８日までに
ご応募ください。
応募用紙が必要な方はご連絡ください。こちらから郵送いたします（五島市心のふるさと市民事務局：0959-72-6127）。

【ご応募・お問い合わせ】五島ブランド確立推進協議会（市商工観光課内）
〒８５３－８５０１ 五島市福江町１番１号 電話０９５９－７２－７８６２ ＦＡＸ０９５９－７４－１９９４
ｅ－メール gotoubrand-1@city.nagasaki.jp

世界遺産への登録と五島市のPRを兼ねて、五島の風景をデザインしたフレーム切手が

９月２４日から１２月２３日まで五島市内の郵便局で販売されています。
１シート８０円切手×１０枚、販売価格は１，２００円です。
（差額の４００円は印刷代及び特殊加工代等になります。）
数量限定（３０００部）の販売となっています。

通信販売は行っていないようですので、五島市内の郵便局でお買い求めください。

デザインされているのは堂崎天主堂、江上天主堂、
旧五輪教会堂、大瀬崎灯台、魚津ヶ崎、高浜海水浴場、
富江湾の７ヶ所です。

【お問い合わせ】五島市内郵便局（福江郵便局 ０９５９－７２－２２１０）
《メッセージ》 祈りといやしの島

五島を世界遺産の島に
「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」

【岐宿】
巌立神社例大祭 神楽



五島市の統一
ロゴマークです。
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五島市の取り組み １４

五島市は九州の西の端、五島列島にあります

【事務局からのお知らせ】
○「ふるさと市民カード」に有効期限はありません。

発行から事情があって脱退（ふるさと市民転出）するまで有効です。
○転勤などで住所やメールのアドレスなど変更が生じた方はご連絡下さい。

もし、お近くのふるさと市民の方で毎月一度の五島からの連絡がないといわれる方をご存知でしたら
お知らせください。

○コースの変更をご希望の方は事務局までご一報ください。
例えば「心の友コース」（年間１０００円）から「メル友コース」（無料）へ変更したい方などです。

アイランダー２００８への参加

平成２１年度農業研修生募集！！
新規に農業を考えている方を募集しています。

研修期間は２年間、研修後五島市内において
農業経営を行う方であれば、出身地や性別は
問いません。
研修期間は就農の準備を行うとともに、

下五島農林総合開発公社の経営事業にも
従事することになります。
研修対象者 １６歳から概ね４５歳までの方で

性別・出身地は問いません
研修期間 平成２１年４月１日から

平成２３年３月３１日まで

研修機関 社団法人下五島農林総合開発公社

【お申込・お問い合わせ】
五島市農林課農務係
０９５９－７２－７８１６

【地方別会員数】
上位４箇所

九州・沖縄 ２，６５８名
関東 ７９８名
近畿 ７３７名
東海 ２２９名

ふるさと市民のデータ
【コース別会員数】

心の友（有料）コース
１，３０７名
メル友コース
３，３３６名

【玉之浦】幾久山（いつくやま）の秋

【岐宿】魚津ヶ崎海岸

【奈留】江上天主堂

アイランダーとは、「島で生活する人」「島を愛する人」「島の発展を応援する人」という意味合いのもとに、
全国の島が一体となって島のもつ自然・歴史・文化・生活などのすばらしさをアピールし、交流人口の拡大、ＵＪＩターンの
促進を図り、離島地域の活性化に資する目的で行う「離島」と「都市」との交流イベントです。
主催は国土交通省及び（財）日本離島センター です。
約２００の島が参加し、 「島ブース」、 「ステージ」 、「島食堂」&「島の茶屋」、 「アイランダー・ギャラリー」などで

構成されています。
五島市も島ブースを出展し、五島市の紹介・相談コーナーと体験コーナーを設置いたします。

紹介・相談コーナーでは、現在の五島市についての様々なことをご説明いたします。
体験コーナーではミニバラモン凧の色つけ体験とステンドグラスの小物作りを計画中です。
今回は「五島を世界遺産の島に」の取り組みの一つとして、五島＝島、海というイメージに「教会」を加えた

新しい五島を知っていただきたいと思っています。
昨年も参加いたしましたが、今年は昨年の２倍のスペースで行う予定です。
お時間のある方はぜひ、ご来場ください。
今回、ふるさと子も上京する予定です。
不慣れな都会ですので、会場でのお手伝いなどしていただける方もお待ちしております。

日時 平成２０年１１月２２日 １０時～１８時
１１月２３日 １０時～１７時

場所 東京都豊島区池袋３丁目
池袋サンシャインシティ文化会館（２階 展示ホールＤ）

【お問い合わせ】五島市企画課企画係 ０９５９－７２－６１１９（直通）


